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 要  旨 看護職は医療事故やヒヤリハットの当事者になることが最も多い職種であり，看護

基礎教育において医療安全教育を強化することは重要である。本研究目的は，看護学

生のリスク感性を把握するための測定尺度を開発し，その信頼性と妥当性を検討する

ことであった。文献検討をもとに作成した質問紙にて一次調査を実施し，リスク感性

予備尺度（44 項目）を作成した。看護系大学学生 774 名に外部基準尺度項目を含む質

問紙調査を実施し，602 名を分析対象とした探索的因子分析および確認的因子分析を

行った。その結果，看護学生のリスク感性は【安全行動遂行力】【リスク体験活用力】

【リスク情報獲得力】【リスク回避準備力】【リスク対応準備力】【リスク察知観察

力】の 6 下位尺度 25 項で構成されたモデルで妥当な適応度が得られた。尺度の

Cronbachα係数は 0.93 であった。外部基準尺度との相関では，安全意識尺度の「安全

への関心」「安全への配慮」の 2 下位尺度得点との間に r=0.5(P<0.01)の中程度の相

関が認められた。認知欲求尺度では r=0.2～0.3(P<0.01)の弱い相関，失敗傾向尺度で

は，「衝撃的失敗」と【安全候移動遂行力】の下位尺度間に r=-0.23(P<0.01)の弱い

相関がみられた。これらの結果から，開発した尺度の内的一貫性，構成概念妥当性が

確認されたが，基準関連妥当性の確認については課題が起こった。 

以上の内容は，開発した尺度の信頼性・妥当性が確認されたことを示している。本

尺度は看護学生のリスク感性に焦点を当てたこれまでにない独創性の高い尺度であ

り，看護学生のリスク感性の自己評価や安全目標の設定などに活用できると考えられ，

今後の医療安全教育を充実していくためにも有用な尺度であると推察できる。看護学

生にとどまらず新人看護師への活用も期待でき，その社会的意義は大きく博士の学位

授与に値すると判定した。 


